
      

 

 

 

 

 

 

 

あなたのしわわせのバケツは 

           いっぱいですか？ 
６月の全校朝会で、絵本の読み聞かせをしました。「しあわせのバケツ」

（キャロル・マックラウド作 デヴィッド・メッシング絵）という本です。 

「見えないけれど、世界中のみんなが持っているしあわせのバケツ。バケツがいっぱいだと幸せ、バケ

ツが空っぽだと、悲しく、寂しくなる。しあわせのバケツをいっぱいにするためには、どうすればいいの

だろう」といった内容の本です。どうすれば、バケツがいっぱいになると思いますか？ 

「バケツを幸せでいっぱいにできるのは、優しい言葉を言えて、よい行いができる人。誰かのバケツを

いっぱいにできたとき、自分のバケツもいっぱいになる。反対に、誰かをバカにしたり、意地悪なことを

言ったりすると、相手のバケツ、そして自分のバケツも空っぽになる。いじめもバケツを空っぽにする。」 

全て読み終わるのに、１０分間くらいかかったのですが、みんな最後まで集中して見て、聴いてくれて

いました。感想を見ても、一人一人が自分を振り返りながら、真剣に考えてくれたいたことが分かりまし

た。子供たちからの感想で、私のバケツはいっぱいになりました。一部を紹介します。 

とっても素敵な絵本です。しばらく校長室前においているので、個人懇談で学校に来られた時にでも、

是非手に取ってみてください。 
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～子供たちの感想より～ 

〇友達から「遊ぼうといわれて」うれしかったです。 

〇バケツをいっぱいにする方法は、みんなで協力すること、助けてあげることです。 

〇相手の幸せをとると自分の幸せもなくなるので、そんなことはしたくないと思いました。 

〇もしかしたら、だれかのバケツを空にしていたかもしれません。 

〇家族に「いつもありがとう」と言ってみます。 

〇もう少し頑張ろうと思ったことは、いい声掛けをすることです。 

みんなと仲良くして、楽しく過ごしたいからです。 

〇自分が少し悲しいときや困っているときは、そばに友達がいて幸せの中身を共有しあってくれ

ているのだと思った。ケンカをした時も、仲直りしたらバケツの中身がいっぱいになっていた 

気がする。 

〇相手のバケツがいっぱいになったと思っても、実は相手にとって中身を減らすことだったりす 

るから難しいことだと思った。その難しいことをやり遂げるようにしたい。 

〇自分はいろいろな人から幸せにしてもらっていることが分かった。自分も誰かを幸せにできて

いるかなと思った。 

〇いろいろな人を幸せにするために、挨拶を頑張ろうと思います。 

戸河内小学校だより令和７年７月 11日発行  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 主 な 行 事 予 定 》 

７月10日（木） 安芸太田町青少年音楽会 in戸河内小 
安芸太田町青少年育成会議主催の音楽会が開かれました。プロの音楽

家の方３名が戸河内小学校に来てくださいました。 

バイオリン、コントラバス、オカリナ、サクソフォーン、シター、ピ

アノ、それぞれの楽器を紹介しながら、いろいろな曲を演奏してくださ

いました。子供たちは手拍子したり、歌を口ずさんだりしながら、音楽

を楽しむことができました。また、学習発表会で歌った「YELL(エール)」

「プレゼント」を演奏してくださり、戸河内小学校の歌声をあわせて一

つの音楽を作ることができました。 

「子供たちの歌声がきれいで、泣きそうになりました。」とのお言葉をいただきました。 


